	演習
	令和元年６月18日（火）
西部会場（廿日市市）
	地域学校協働活動中に大地震が発生したらどう対応する？

	1 緊急地震速報が鳴った時
	2 実際に揺れが始まってから
	3 揺れている間

	・児童に伝えて，すぐに机の下にもぐらせる。頭を守る。
・子供たちに「頭を守れ」と伝える。穏やかに伝える。

・安全な場所に身を隠す。

・自分から身を守る行動に移す。

・「地震が来るよー！」と大声で周囲に知らせる。

・速報情報を正しく聞き取る。
・子供を集めて安全な場所に誘導する。
	・ダンゴ虫ポーズで身を守る。
・声をかけながら安全を確認する。
・箪笥等から離れ，揺れが収まるまで机などの下に入る（頭に何かつける。）。
	・現場に留まり身体の安全を守る。
・地面，床に伏せる。ダンゴ虫のポーズをとる。

・状況を確認するまで動かない。

	4 揺れが収まった後
	5 インフラが止まった場合
	6 公助の救援が期待できない場合

	・安全確認や出口の確保をする。
・周囲にガラスなど危険なものがない

か確認する。

・まずは自分が怪我をしていないか確認
する。
・人数，安否，氏名を確認する。
・消防や学校，警察へ救助を依頼する。

・火の元を点検する。

・余震情報を調べる。

・避難誘導を行う。
	・現場に何があるか確認する。
・井戸水の活用，ビニール袋に水をためる。

・救助要請を試みる。

・避難経路と代替路を確認する。
・活動エネルギーを消耗しないように気持ちを落ち着かせる。
・照明，温度に気を付ける。
・水分等持っていたら少しずつ分けてみんなにいきわたるようにする。

・皆で寄り添い声を掛け合う。
・子供たちの家族との連絡方法を確認する。
	・非常時の連絡先を貼っておく。

・保護者，学校への連絡を試みる。
・周辺近所の状況を確認する。

・非常時の備蓄品を確認する。
・子供たちの不安を取り除くように努力する。
・子供の心のケアを行う。

・下水管の確認をする。
・二次災害に注意する。
・みんなで楽しいことをして遊ぶ。
・普段から少量でも備蓄しておくことが大切である。

・救急箱を普段から常備したい。


